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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月16日(2016.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上に転写層が設けられた熱転写シートであって、
　前記転写層は、前記基材側から、受容層、中間層、隠蔽層がこの順で積層されてなる積
層構成を呈しており、
　前記中間層が、コロイド状無機粒子由来のアルミナ粒子、又はコロイド状無機粒子由来
のシリカ粒子を含有していることを特徴とする熱転写シート。
【請求項２】
　前記中間層が、ウレタン系樹脂をさらに含有していることを特徴とする請求項１に記載
の熱転写シート。
【請求項３】
　前記基材の同一面上に、前記転写層と、染料層積層体が面順次に設けられ、
　前記染料層積層体は、前記基材側から、染料プライマー層、染料層がこの順で積層され
てなる積層構成を呈しており、
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　前記染料プライマー層が、無機粒子を含有していることを特徴とする請求項１又は２に
記載の熱転写シート。
【請求項４】
　前記染料プライマー層が含有している無機粒子が、コロイド状無機粒子由来のアルミナ
粒子、又はコロイド状無機粒子由来のシリカ粒子であることを特徴とする請求項３に記載
の熱転写シート。
【請求項５】
　前記隠蔽層が、酸化チタンを含有していることを特徴とする請求項１乃至４の何れか１
項に記載の熱転写シート。
【請求項６】
　熱転写受像シートであって、
　基材上に、絵柄層、隠蔽層、中間層、第１受容層がこの順で設けられ、
　前記絵柄層の表面の一部は露出しており、
　前記中間層が、コロイド状無機粒子由来のアルミナ粒子、又はコロイド状無機粒子由来
のシリカ粒子を含有していることを特徴とする熱転写受像シート。
【請求項７】
　前記絵柄層が、基材上から、ホログラム層と、第２受容層とが積層されてなる絵柄層で
あることを特徴とする請求項６に記載の熱転写受像シート。
【請求項８】
　熱転写受像シートであって、
　基材上に、絵柄層、隠蔽層、中間層、第１受容層がこの順で設けられ、
　前記絵柄層の表面の一部は露出しており、
　前記中間層が、無機粒子を含有しており、
　前記絵柄層が、基材上から、ホログラム層と、第２受容層とが積層されてなる絵柄層で
あることを特徴とする熱転写受像シート。
【請求項９】
　前記中間層が、ウレタン系樹脂をさらに含有していることを特徴とする請求項６乃至８
の何れ１項に記載の熱転写受像シート。
【請求項１０】
　前記隠蔽層が、酸化チタンを含有していることを特徴とする請求項６乃至９の何れか１
項に記載の熱転写受像シート。
【請求項１１】
　請求項６乃至１０の何れか１項に記載の熱転写受像シートの前記第１受容層上に熱転写
画像が形成されてなる印画物。
【請求項１２】
　印画物の形成方法であって、
　絵柄層が設けられた被転写体を準備する被転写体準備工程と、
　基材の同一面上に、前記基材側から、受容層、コロイド状無機粒子由来のアルミナ粒子
、又はコロイド状無機粒子由来のシリカ粒子を含有している中間層、隠蔽層がこの順で積
層されてなる転写層と、前記基材側から、無機粒子を含有している染料プライマー層、染
料層がこの順で積層されてなる染料層積層体と、が面順次に設けられた熱転写シートを準
備する熱転写シート準備工程と、
　前記被転写体準備工程で準備された前記被転写体の前記絵柄層上に、前記熱転写シート
準備工程で準備された熱転写シートの前記転写層を、前記絵柄層の表面の一部を露出させ
るようにして転写する工程と、
　前記熱転写シート準備工程で準備された熱転写シートの前記染料層積層体に含まれる前
記染料層を用いて、前記絵柄層上に転写された前記転写層上に熱転写画像を形成する工程
と、
　を含むことを特徴とする印画物の形成方法。
【請求項１３】
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　前記中間層が、ウレタン系樹脂をさらに含有していることを特徴とする請求項１２に記
載の印画物の形成方法。
【請求項１４】
　前記染料プライマー層が含有している無機粒子が、コロイド状無機粒子由来のアルミナ
粒子、又はコロイド状無機粒子由来のシリカ粒子であることを特徴とする請求項１２又は
１３に記載の印画物の形成方法。
【請求項１５】
　前記隠蔽層が、酸化チタンを含有していることを特徴とする請求項１２乃至１４の何れ
か１項に記載の印画物の形成方法。
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